
 

（１）           全 珠 連 お お さ か   平成 29 年 9 月 24 日（日） 

 

                                     

                                     

                                     

記
録
的
な
雨
と
冷
夏
、

そ
ん
な
東
日
本
と
は
裏
腹

な
暑
い
大
阪
。
前
日
に
は

甲
子
園
で
大
阪
桐
蔭
が
春

夏
連
覇
を
目
指
し
な
が
ら
、

惜
し
く
も
敗
退
し
て
し
ま

っ
た
。
平
成
29
年
８
月

20
日
（
日
）
、
ホ
テ
ル
大

阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
「
金
枝
」

の
間
で
、
地
区
再
編
成
後

と
し
て
は
初
め
て
の
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大

島
総
務
部
長
の
司
会
で
会

員
並
び
に
関
係
の
物
故
者

に
黙
祷
を
奉
げ
て
か
ら
開

会
と
な
っ
た
。 

櫻
井
支
部
長
挨
拶
、
顧

問
代
表
挨
拶
で
油
井
参
与

が
挨
拶
、
そ
し
て
新
入
会

員
紹
介
と
続
い
た
。 

引
き
続
き
会
員
表
彰
、

永
年
在
籍
50
年
で
前
島

笑
子
氏
を
皮
切
り
に
40

年
・
30
年
の
永
籍
、
事
業

優
績
と
続
き
、
多
く
の
拍

手
で
そ
の
功
績
が
讃
え
ら

れ
た
。 

そ
の
後
、
本
部
、
支
部
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
、
大
阪
連

合
、
近
畿
連
合
状
況
報
告

が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
支

部
長
は
概
ね
次
の
よ
う
に

語
っ
た
。 

 

◎
地
区
編
成
後
も
会
員
数 

 

が
維
持
さ
れ
て
い
る
事 

へ
の
感
謝 

◎
特
別
交
付
金
の
支
給

（
珠
算
４
級
～
15
級

及
び
暗
算
１
級
～
６
級
）

は
、
一
名
の
受
験
者
に

つ
き
40
円
の
還
付
を
行

う
。 

◎
29
年
度
の
支
部
研
修

旅
行
は
、
滋
賀
県
の
大

津
そ
ろ
ば
ん
及
び
三
井

寺
（
一
泊
二
日
）
を
予

定
。
日
程
は
未
定
。 

な
ど
の
話
が
あ
っ
た
。 

 

総
会
成
立
宣
言
で
は
、

会
員
数
１
０
６
名
中
、
出

席
者
59
名
・
委
任
状
40

名
で
成
立
が
宣
言
さ
れ
、

斎
藤
副
支
部
長
が
議
長
と

な
っ
て
、
議
長
団
が
選
出

さ
れ
（
副
議
長
・
西
岡
佳

一
氏 

藤
井
美
保
子
氏
、

書
記
・
芝
野
加
代
子
氏
、

議
事
録
署
名
人
・
大
参
常

美
氏 

福
島
温
男
氏
）
、
議

事
進
行
に
入
っ
た
。 

議
題
イ
、
平
成
28
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
と
収
支
差
額
金
処
分
案

の
件
で
は
櫻
井
支
部
長
が

事
業
報
告
、
大
島
総
務
部

長
が
決
算
報
告
、
花
谷
監

査
が
監
査
報
告
を
行
っ
た

後
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
た
。 

議
題
ロ
、
支
部
会
則
・

支
部
施
行
細
則
改
正
の
件

も
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。 

執
行
部
報
告
で
は
、
研
修

部
か
ら
生
徒
作
品
の
締
切

り
が
10
月
31
日
（
火
）
と
、

昨
年
よ
り
１
ケ
月
早
ま
っ

た
事
。
検
定
部
よ
り
４
級

以
下
の
受
験
者
が
減
っ
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
増
加

の
お
願
い
。
競
技
部
か
ら

は
全
日
本
大
会
の
報
告
。

厚
生
部
か
ら
生
徒
表
彰
式

が
来
年
の
３
月
11
日
（
日
）

中
之
島
に
あ
る
大
阪
市
中

央
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
る

等
の
話
が
あ
っ
た
。 

 

総
会
の
進
行
は
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
11
時
40
分
に

終
了
し
た
。 

 

（
奥
田
） 
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８
月
20
日
（
日
）
総
会

終
了
後
、
午
後
１
時
か
ら

大
阪
府
支
部
主
催
の
本
部

指
導
者
講
習
会
が
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は
東
大
阪
珠

算
協
会
の
２
名
の
先
生
方

で
す
。 

 

最
初
は
鈴
木
巌
先
生
に

よ
る
「
初
歩
よ
り
両
手
算

法
指
導
」
と
、
題
し
て
の

講
習
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

本
題
に
入
ら
れ
る
前
に
、

幼
少
の
頃
に
迷
子
に
な
っ

た
時
の
こ
と
か
ら
、
珠
算

を
始
め
ら
れ
た
頃
の
事
、

そ
し
て
25
歳
に
し
て
初

段
合
格
、
ご
自
身
が
暗
算

習
得
で
苦
労
さ
れ
た
こ 

         

        

と
等
、
穏
や
か
な
口
調
で

ゆ
っ
た
り
と
話
さ
れ
た
。 

 

両
手
算
法
を
や
る
と
脳

が
発
達
し
て
暗
算
が
上
手

く
な
る
。
９
＋
１
は
両
手

を
同
時
に
使
う
。
49
＋
１

は
、
左
手
の
中
指
と
人
差

し
指
を
使
う
と
説
明
。
そ

の
後
、
教
室
で
新
入
生
に

教
え
る
初
期
導
入
の
進
め

方
を
細
か
く
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
し
て
始
め

が
大
事
な
の
で
、
絶
え
ず

指
の
使
い
方
が
間
違
っ
て

い
な
い
か
見
回
る
必
要
が

あ
る
と
の
事
。
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
さ
れ
た
幼
児
の
見

事
な
指
さ
ば
き
に
は
受
講

さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
目

が
点
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
す
が
徹
底
し
た
指
導
を

さ
れ
た
証
だ
な
と
感
心
し

ま
し
た
。
こ
の
両
手
算
法

を
導
入
し
て
か
ら
は
３
級

合
格
取
得
が
早
い
事
、
そ

の
反
面
、
退
塾
す
る
生
徒

も
少
な
か
ら
ず
増
え
て
い

る
と
の
事
で
し
た
。
そ
し

て
、
次
々
新
し
い
事
に
挑

戦
さ
れ
、
中
国
へ
は
幾
度

と
な
く
行
か
れ
、
ま
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
も
、
そ
し
て
つ

い
に
は
「
ハ
ン
ガ
リ
―
の

考
え
る
ソ
ロ
バ
ン
日
本
普

及
会
」
ま
で
立
ち
上
げ
ら

れ
て
い
る
ご
様
子
。
最
後

に
皆
様
へ
の
お
願
い
と
し

て
興
味
の
あ
る
先
生
は
入

会
の
程
よ
ろ
し
く
！
で
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
両

手
算
法
で
成
果
を
出
さ
れ

て
い
る
の
で
、
明
日
か
ら

取
り
入
れ
よ
う
と
考
え
ら

れ
た
先
生
は
少
な
か
ら
ず

お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

し
た
。 

 

つ
づ
い
て
、
迫
田
喜
一

先
生
に
よ
る
「
初
歩
指
導

に
お
け
る
一
考
察
」
の
講

習
に
移
り
ま
し
た
。
先
生

は
幼
児
年
中
か
ら
受
け
入

れ
を
さ
れ
て
い
る
と
の
事

で
す
。
鉛
筆
の
持
ち
方
か

ら
鉛
筆
の
長
さ
ま
で
丁
寧

に
教
え
ら
れ
て
い
る
ご
様

子
。
そ
こ
ま
で
考
え
て
お

ら
れ
る
の
は
、
基
礎
指
導

を
徹
底
し
て
や
る
と
い
う

熱
意
の
表
れ
だ
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
言
葉
の
使
い

方
、
子
供
に
よ
く
伝
わ
る 

            

話
し
方
を
心
掛
け
て
お
ら

れ
る
。 

頂
い
た
資
料
を
開
い
て

の
講
習
に
入
り
、
受
講
生

の
先
生
方
に
「
指
を
出
し

て
く
だ
さ
い
」「
私
の
真
似

を
し
て
同
じ
よ
う
に
指
を

動
か
し
て
く
だ
さ
い
」
会

場
の
先
生
方
は
生
徒
に
な

り
き
り
教
わ
り
ま
し
た
。

九
立
商
法
の
教
え
方
等
、

先
生
独
自
の
ゴ
ロ
合
わ
せ
、

見
取
暗
算
で
の
“
ト
ン
ト

ン
答
え
”
“
見
て
入
れ
る
”

こ
ん
な
言
い
方
も
あ
り
だ

な
あ
と
、
感
心
し
ま
し
た
。 

 
講
習
の
中
で
自
身
と
共

感
で
き
る
部
分
も
多
々
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
講
習

会
を
機
に
塾
で
の
指
導
を

見
つ
め
直
す
良
い
機
会
を

与
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

梶
田
喜
久
子 

                

７
月
９
日
（
日
）
午
後

12
時
か
ら
ホ
テ
ル
阪
神

に
お
い
て
18
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ

暗
算
検
定
に
つ
い
て
の
質

問
が
多
く
、
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
の
や
り
方
や
内
容
に

つ
い
て
、
大
島
な
を
子
氏

に
応
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
個
人
的
に
、
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
先
生
方
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
で

も
取
り
入
れ
方
が
わ
か
ら

な
い
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
今
後
は
研

修
な
ど
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な

と
思
い
ま
す
。 

研
修
部
長 

田
中
三
智
子 

 

                                     

 

平成 28 年 9 月 25 日（日）    全 珠 連 お お さ か      （２） 

 

平
成
29
年
度
本
部
珠
算
指
導
者
講
習
会 

演
題
「
初
歩
よ
り
両
手
算
法
指
導
法
」 

講
師 

鈴
木 

巌
氏 

 

   
演
題
「
初
歩
指
導
に
お
け
る
一
考
察
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

迫
田 

喜
一
氏 

 

 
女
子
部
会
開
催 

 

講師の迫田喜一氏 

 

講師の鈴木巌氏 

 

お 知 ら せ 

年賀はがき（ダブル抽選付き） 
 

◎代  金 10 枚単位で 520 円 

◎申込締切 平成29年10月14日(土) 

１０月検定試験のお知らせ 
（珠算４～１５級・暗算１～１０級） 

申 込 み 締 切 １０月１１日（水）・午前１０時迄 

結果報告締切 １０月３０日（月）・午前１０時迄 
 

＊期日は厳守してください。 

＊受験者増加をお願いします。 

講習会参加者 



                                     

                                     

                                     

８
月
７
日
の
台
風
５
号

が
近
畿
に
大
き
な
爪
痕
を

残
し
、
８
日
も
激
し
い
雨

が
降
る
と
予
想
さ
れ
て
い

た
空
模
様
は
一
変
、
夏
空

に
様
変
わ
り
し
予
定
通
り

に
午
前
９
時
か
ら
開
催
さ

れ
た
。 

開
会
宣
言
の
後
、
梶
川

理
事
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
今
年
は
６
歳
か
ら
67

歳
ま
で
の
６
３
６
名
が
参

加
。
夏
の
高
校
野
球
に
も

負
け
な
い
、
素
晴
ら
し
い

ド
ラ
マ
を
作
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。 

ま
さ
に
今
回
の
大
会
は
理

事
長
が
期
待
を
込
め
て
述

べ
た
と
お
り
、
多
く
の
ド

ラ
マ
が
待
ち
う
け
て
い
た
。 

昨
年
度
優
勝
の
土
屋
選

手
か
ら
優
勝
旗
が
返
還
さ

れ
た
後
、
選
手
宣
誓
と
続

き
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
競

技
が
行
わ
れ
た
。
３
ケ
タ

１
５
口
４
秒
か
ら
始
ま
っ

た
問
題
は
徐
々
に
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
、
２
．
０
秒
で

は
、
10
名
の
選
手
に
絞
ら

れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
約

０
．
０
３
秒
間
隔
で
短
く

な
っ
て
く
る
。
息
詰
ま
る

接
戦
の
中
、
１
．
７
５
秒

で
浅
野
貴
広
（
道
央
）
選

手
が
正
解
し
、
決
ま
っ
た

瞬
間
両
手
を
突
き
上
げ
、

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
歓
声
に

こ
た
え
た
。 

司
会
者
か
ら
、
ギ
ネ
ス

記
録
に
挑
戦
が
で
き
る
権

利
が
あ
る
こ
と
を
宣
言
さ

れ
る
と
、
１
．
６
８
秒
の

記
録
に
挑
戦
。
大
き
な
声

で
答
え
る
と
見
事
正
解
！

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
沸
き
起
こ
っ
た
。 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
競
技

の
後
は
、
総
合
競
技
が
２

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
、
交
換
採
点
が
行
わ

れ
た
後
、
成
績
発
表
と
な

っ
た
。
１
４
８
０
点
以
上

（
１
５
０
０
点
満
点
）
の

選
手
29
名
が
起
立
し
、
大

接
戦
を
予
感
さ
せ
た
。
大

阪
府
か
ら
も
２
名
（
大
内

崚
聖
・
金
本
三
夢
）
の
選

手
が
入
っ
た
。
し
か
し
、

優
勝
が
な
か
な
か
発
表
さ

れ
な
い
。
し
ば
ら
く
時
間

を
お
い
て
舞
台
に
多
く
の

席
が
用
意
さ
れ
た
。
司
会

者
か
ら
満
点
に
よ
る
決
勝

が
行
な
わ
れ
る
と
発
表
さ

れ
る
と
、
な
ん
と
９
名
の

満
点
決
勝
者
が
舞
台
に
駆

け
上
が
っ
た
。
そ
の
中
に

は
、
小
学
生
の
辻
窪
凛
音

選
手
も
含
ま
れ
、
予
想
外

の
満
点
決
勝
に
場
内
は
大

き
く
ど
よ
め
い
た
。 

決
勝
戦
は
暗
算
種
目
か

ら
開
始
、
静
ま
り
返
っ
た

会
場
に
は
緊
張
感
が
張
り

詰
め
、
選
手
の
鼓
動
も
聞

こ
え
て
き
そ
う
な
気
が
し

た
。
結
果
は
暗
算
種
目
・

珠
算
種
目
共
に
満
点
で
勝

ち
上
が
っ
た
土
屋
宏
明
選

手
が
決
勝
を
制
し
昨
年
に

続
い
て
連
覇
、
９
回
目
の

日
本
一
の
栄
冠
を
手
に
し

た
。
土
屋
選
手
は
全
て
を

満
点
で
通
過
、
正
に
神
業

と
も
い
え
る
技
と
精
神
力

で
あ
る
。
表
彰
後
「
日
本

一
を
10
回
」
の
目
標
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
と
力

強
く
宣
言
し
た
。 

ま
た
、
小
学
生
優
秀
賞

（
ベ
ス
ト
10
）
に
は
、
大

阪
府
か
ら
江
口
尊
琉
選
手

が
１
３
０
５
点
で
入
っ
た
。 

昼
か
ら
行
わ
れ
た
読
上

暗
算
は
、
最
初
の
問
題
５

～
16
桁
の
加
減
算
15
口

に
正
解
し
た
竹
澤
祥
加

（
旧
姓
・
堀
内
）
選
手
が

格
の
違
い
を
見
せ
て
早
々

と
優
勝
。
竹
澤
選
手
は
表

彰
の
後
、
壇
上
で
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
い
て
ご
披
露
し
、

緊
張
漂
う
中
に
も
温
か
い

ム
ー
ド
を
演
出
し
花
を
添

え
た
。 

読
上
算
で
は
、
金
本
三

夢
選
手
が
７
～

16
桁
加

減
算(

46
秒)

に
正
解
し
、

８
位
入
賞
を
果
た
し
た
。 

午
後
３
時
か
ら
は
都
道

府
県
対
抗
戦
が
行
わ
れ
、

大
阪
府
は
２
回
戦
か
ら
登

場
。
東
京
都
と
の
一
騎
打

ち
と
な
っ
た
が
、
惜
し
く

も
敗
れ
、
３
回
戦
へ
の
進

出
は
な
ら
な
か
っ
た
。
総

合
競
技
で
は
、
大
内
崚
聖

選
手
が
１
４
９
５
点
で

10
位
に
入
っ
た
。 

全
日
本
大
会
は
午
後
４

時
過
ぎ
に
無
事
終
了
。
来

年
は
、
京
都
国
際
会
館
の

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
。 

             

 

（３）           全 珠 連 お お さ か   平成 29 年 9 月 24 日（日） 

平
成
29
年
度 

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会
開
催 

 

 

 

都道府県対抗戦大阪府代表選手 



                                

    

  

 

 
平
成
29
年
６
月
22
日

（
木
）
尼
崎
市
の
小
学
校

珠
算
授
業
に
参
加
さ
せ
て

頂
い
た
。 

尼
崎
市
で
は
、
平
成
１６

年
４
月
か
ら
計
算
特
区
が

ス
タ
ー
ト
し
、
２
年
生
（
年

間
10
時
間
）
及
び
３
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の
各
学

年
に
お
い
て
年
間
50
時

間
の
そ
ろ
ば
ん
授
業
が
お

こ
な
わ
れ
、
指
導
導
入
校

も
徐
々
に
拡
大
し
、
尼
崎

市
内
42
校
す
べ
て
の
学

校
で
珠
算
指
導
が
行
わ
れ

て
い
る
。 

 

特
区
と
し
て
珠
算
指
導

を
始
め
て
か
ら
す
で
に

13
年
の
歳
月
が
流
れ
て

い
る
。
現
状
の
指
導
や
評

価
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
珠
算
授
業
は

功
を
奏
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
そ
の
思
い
を
胸
に
、

計
算
特
区
の
学
校
の
現
場

に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

今
回
、
授
業
参
加
を
快
く

引
き
受
け
案
内
を
し
て
い

た
だ
い
た
の
は
、
兵
庫
県

珠
算
連
盟
の
会
長
を
さ
れ

て
い
る
仁
部
英
雄
氏
で
す
。

今
回
、
案
内
し
て
い
た
だ

い
た
小
学
校
は
尼
崎
市
立

大
島
小
学
校
。 

授
業
の
始
ま
る
前
に
、

最
近
の
情
勢
を
お
聞
き
す

る
と
、
当
初
２
年
か
ら
６

年
生
ま
で
指
導
し
て
い
た

学
年
は
、
現
在
３
・
４
年

生
の
指
導
を
中
心
に
行
っ

て
い
る
と
の
事
で
、
や
や

縮
小
し
て
い
る
よ
う
に
も

感
じ
た
。
し
か
し
、
指
導

時
間
は
週
一
回
の
50
時

間
を
確
保
し
、
ま
た
朝
の

始
業
時
間
前
に
は
珠
算
の

復
習
を
担
任
の
先
生
が
受

け
持
ち
、
珠
算
に
対
す
る

情
熱
は
衰
え
て
は
い
な
い
。 

２
限
目
か
ら
授
業
開
始
。

生
徒
は
１
ク
ラ
ス
30
名

程
。
今
日
は
キ
ッ
ズ
検
定

の
練
習
日
と
あ
っ
て
先
生

も
気
合
が
入
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
全
員
が
７
級
合
格

目
指
し
て
の
練
習
に
入
っ

て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
が
上

手
に
な
り
た
い
と
一
生
懸

命
で
あ
る
こ
と
が
こ
ち
ら

に
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
子

供
た
ち
が
授
業
の
中
で
真

剣
に
向
き
合
っ
て
い
る
と

思
う
と
、
珠
算
の
持
つ
魅

力
に
今
更
な
が
ら
驚
か
さ 

           れ
る
。 

保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
珠
算
の
導
入
は
良
い

と
答
え
た
保
護
者
が
９
割

近
く
に
な
る
そ
う
だ
。
こ

れ
ほ
ど
は
っ
き
り
と
高
評

価
が
で
る
科
目
は
他
に
は

な
い
そ
う
で
あ
る
。
ま
た

８
割
近
く
の
生
徒
は
計
算

が
速
く
な
っ
た
と
答
え
て

い
る
。
尼
崎
計
算
特
区
の

珠
算
導
入
の
目
的
は
、
学

力
の
向
上
で
あ
る
と
お
聞

き
し
て
い
る
。
そ
れ
を
立

証
す
る
よ
う
に
年
々
他
の

教
科
の
成
績
が
上
向
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
珠
算
に
よ
る
も
の

か
ど
う
か
は
ま
だ
検
証
で

き
て
い
な
い
が
、
珠
算
を

通
し
て
集
中
力
や
忍
耐
力

が
で
き
、
他
の
勉
強
に
も

効
果
が
表
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
話
さ
れ
た
。 

た
だ
、
珠
算
指
導
に
携

わ
る
先
生
の
高
齢
化
が
進

み
指
導
者
を
確
保
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
数
年
後
に
は
小

学
校
で
英
語
の
教
科
も
実

施
さ
れ
、
珠
算
の
指
導
時

間
確
保
が
厳
し
く
な
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
。
今

後
の
珠
算
指
導
に
お
け
る

課
題
は
、
ま
だ
多
い
と
言

え
る
が
、
尼
崎
の
計
算
特

区
と
し
て
珠
算
の
魅
力
を

発
信
し
続
け
て
ほ
し
い
と

願
う
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
回
色
々
と
お
世

話
に
な
っ
た
大
島
小
学
校

の
諸
先
生
方
に
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
上
村 

 

   

５
月
21
日
（
日
）
大
阪

ベ
イ
タ
ワ
ー
に
お
い
て
、

近
畿
一
円
の
珠
算
教
育
者

及
び
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
て
、
珠
算
の
振
興
と
強

化
発
展
を
願
い
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

冒
頭
昨
年
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
会
員
に
哀
悼

の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を

祈
念
す
る
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。
櫻
井
行
雄
氏
（
全

珠
連
）
が
司
会
を
務
め
る

中
、
岡
田
良
章
代
表
（
学

連
）
の
挨
拶
が
あ
り
、
設

立
20
周
年
を
向
え
、
さ
ら

な
る
珠
算
強
化
を
目
指
し

て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
力
強
く
述
べ
ら
れ
た
。 

 

次
に
来
賓
の
益
田
明
氏

（
日
珠
連
理
事
長
）
の
挨

拶
で
、
素
晴
ら
し
い
そ
ろ

ば
ん
の
良
さ
に
つ
い
て
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
続

い
て
議
事
に
入
り
、
28
年

度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
・
監
査
報
告
は
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
29
年
度
の
事
業

計
画
案
・
予
算
案
に
つ
い

て
の
提
案
が
な
さ
れ
、
会

費
２
千
円
の
追
加
拠
出
金

の
使
途
に
つ
い
て
と
、
強

化
対
策
費
２
２
０
万
円
の

必
要
度
と
効
果
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
提
案
通
り
に
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
研
修
会
が
行

わ
れ
、「
こ
こ
ろ
の
豊
か
な

子
供
を
育
て
る
た
め
に
」

と
題
し
て
、
愛
知
教
育
大

学
名
誉
教
授
、
中
野
靖
彦

先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。「
教
育
と
は
、
単
に
学

力
向
上
だ
け
が
目
標
で
は

な
い
。
自
ら
考
え
判
断
し

行
動
す
る
事
を
目
標
と
し

た
人
間
教
育
で
あ
る
」
。
基

礎
学
力
（
読
み
、
書
き
、

計
算
）
の
強
化
、
情
報
化
、

国
際
化
で
の
対
応
等
々
の

ご
講
義
は
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
特
に
学
力
向

上
の
た
め
に
は
「
教
え
す

ぎ
は
伸
び
な
い
が
、
教
え

る
べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ
か

り
教
え
、
子
供
に
任
せ
る

べ
き
と
こ
ろ
は
任
せ
る
大

人
の
姿
勢
が
重
要
」
と
の

事
、
な
る
ほ
ど
と
強
く
印

象
に
残
り
ま
し
た
。 

 

終
了
後
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
相
互
の
親
睦
と
交

流
を
深
め
、
珠
算
の
発
展

を
願
い
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。 

 
 

岡
野
秋
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平成 29 年 9 月 24 日（日）    全 珠 連 お お さ か      （４） 

尼
崎
計
算
特
区
の 

  

現
場
を
訪
ね
て 

近
畿
珠
算
強
化 

連
合
総
会
・
研
修
会 

 

 



 

                                

    
 

 

               

た
く
さ
ん
の
経
験 

 
 
 
 

乾 

ほ
の
香 

 

私
は
、
こ
の
訪
米
使
節

団
で
と
て
も
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
達
に

そ
ろ
ば
ん
に
つ
い
て
知
っ

て
も
ら
い
、
そ
ろ
ば
ん
指

導
を
す
る
こ
と
。
そ
れ
は

も
の
す
ご
く
難
し
か
っ
た 

で
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
達

は
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
で 

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
顔
を
見
る
と
、 

 
 
 

 

   
 
 

少
し
緊
張
が
ほ
ぐ 

れ
て
ホ
ッ
と
し
ま 

し
た
。 

で
も
、
い
ざ
教
え 

て
あ
げ
よ
う
と
す 

る
と
、
言
い
た
い 

こ
と
が
あ
る
の
に 

な
か
な
か
英
単
語 

が
見
つ
か
り
ま
せ 

ん
で
し
た
。
あ
る 

子
は
、
何
か
質
問 

を
し
て
く
れ
て
い 

る
の
に
何
も
言
い 

返
す
こ
と
が
で
き 

な
く
て
と
て
も
悔 

し
か
っ
た
で
す
。 

こ
の
ま
ま
で
は
終 

わ
れ
な
い
と
思
い
、
二
日

目
に
臨
み
ま
し
た
。
昨
日

と
同
じ
繰
り
返
し
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
と
心
配

で
し
た
が
、
ま
た
、
子
ど

も
達
の
笑
顔
に
助
け
ら
れ

ま
し
た
。
私
の
カ
タ
コ
ト

の
英
語
で
も
聞
き
取
ろ
う

と
し
て
く
れ
て
、
努
力
は

相
手
に
も
伝
わ
る
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

 

休
み
時
間
に
は
、
い
ろ

ん
な
子
が
か
け
寄
っ
て
来

て
く
れ
て
一
緒
に
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
子
は
と
て
も

優
し
く
て
、
自
分
が
使
っ

て
い
た
ボ
ー
ル
を
私
に
何

度
も
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
緒
に
遊
ん
で
お
し
ゃ
べ

り
し
て
い
る
と
、
言
葉
の

壁
と
い
う
も
の
は
一
切
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
緒

に
遊
べ
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
そ
ろ
ば
ん

を
習
っ
て
い
る
生
徒
と
の

珠
算
競
技
会
で
は
、
そ
ろ

ば
ん
の
技
術
が
日
本
と
そ

れ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。
私
は
英
語
読

上
算
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
、

総
合
競
技
に
力
を
入
れ
て

頑
張
り
ま
し
た
。
私
の
隣

に
座
っ
た
女
の
子
が
、
初

め
て
会
っ
た
の
に
ま
る
で

友
人
の
よ
う
に
応
援
し
て

く
れ
て
総
合
で
は
二
位
を

獲
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

発
表
の
瞬
間
は
そ
の
子
と

一
緒
に
喜
び
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
仲
良
く
な
れ
る
な

ん
て
、
驚
き
の
連
続
で
し

た
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た

で
す
。 

 

こ
ん
な
に
楽
し
く
て
一

生
の
思
い
出
に
残
る
よ
う

な
訪
米
使
節
団
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
え
た
の
は
、
そ

ろ
ば
ん
の
先
生
や
家
族
の

お
か
げ
で
す
。
そ
ろ
ば
ん

を
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も

そ
こ
で
あ
き
ら
め
ず
に
今

で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
自
信
に
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
行
こ
う

と
い
う
は
げ
み
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
一
緒
に
参

加
し
た
25
名
の
団
員
。
初

め
て
会
っ
た
時
は
こ
れ
ほ

ど
仲
良
く
な
れ
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
し
ゃ
べ
っ
て
み
た
ら

と
て
も
お
も
し
ろ
く
て
、

十
日
間
で
は
ま
っ
た
く
足

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

大
切
な
そ
ろ
ば
ん
仲
間

と
し
て
、
い
つ
か
ま
た
会

え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
、

そ
ろ
ば
ん
を
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。 

  

   
第
14
回 

★
心
不
全
を
疑
う
と
き
に

行
う
検
査
は
？ 

 

患
者
さ
ん
の
症
状
や
診

察
し
た
結
果
、
心
不
全
が

疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
次

の
よ
う
な
検
査
を
行
い
ま

す
。
ま
ず
は
胸
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
で
す
。 

 

心
臓
が
大
き
く
な
っ
て

い
た
り
（
心
拡
大
）
、
肺
に

水
が
た
ま
っ
て
い
る
（
肺

う
っ
血
や
胸
水
）
場
合
は

心
不
全
を
疑
い
ま
す
。 

 

血
液
検
査
も
重
要
で
す
。

心
不
全
に
な
る
と
肝
臓
に

血
液
が
た
ま
る
こ
と
で
肝

機
能
が
悪
化
し
た
り
、
腎

臓
に
十
分
血
液
が
流
れ
な

い
た
め
、
腎
機
能
が
悪
化

し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は

直
接
心
臓
の
負
担
を
測
定

で
き
る
検
査
と
し
て
Ｂ
Ｎ

Ｐ
や
Ｎ
Ｔ
‐
ｐ
ｒ
ｏ
Ｂ
Ｎ

Ｐ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

が
高
い
ほ
ど
心
不
全
も
重

症
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
も
Ｂ
Ｎ
Ｐ
を

測
定
し
、
心
不
全
の
有
無

や
病
状
の
善
し
悪
し
を
判

断
す
る
重
要
な
指
標
と
し

て
使
用
し
て
い
ま
す
。
心

不
全
患
者
さ
ん
が
、
度
々

病
院
で
血
液
検
査
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、
こ
の
た
め

で
す
。 

 

さ
ら
に
詳
細
に
心
機
能

を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
は
、
心
臓
超
音
波
（
心

エ
コ
ー
）
検
査
を
お
こ
な

い
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、

超
音
波
を
使
用
す
る
検
査

な
の
で
、
体
に
対
す
る
負

担
や
痛
み
も
な
く
、
心
臓

の
大
き
さ
、
ポ
ン
プ
と
し

て
の
力
（
収
縮
力
）
、
心
臓

内
の
弁
の
様
子
な
ど
を
詳

細
に
評
価
が
で
き
、
心
不

全
の
原
因
が
判
明
す
る
場

合
や
治
療
の
参
考
に
も
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
や
採
血
と
は
違
い
、

心
臓
専
用
の
超
音
波
装
置

が
必
要
な
こ
と
と
、
測
定

の
た
め
に
は
、
専
門
的
な

技
術
が
必
要
で
す
の
で
、

こ
れ
は
循
環
器
科
で
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
検

査
を
参
考
に
し
て
、
心
不

全
の
有
無
や
原
因
を
調
べ

て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
で

も
原
因
が
特
定
で
き
な
い

場
合
は
、
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
や
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ

Ｉ
（
ラ
ジ
オ
ア
イ
ソ
ト
ー

プ
検
査
）
な
ど
を
追
加
し

診
断
し
ま
す
。 

 

次
回
は
心
不
全
の
治
療

に
つ
い
て
お
話
し
す
る
予

定
で
す
。 

大
阪
市
立
大
学
医
学
部 

 
 

医
学
博
士 

 

 

花
谷
彰
久 

 

（５）           全 珠 連 お お さ か   平成 29 年 9 月 24 日（日） 

健
康
ひ
ろ
ば 

 
訪
米
使
節
団
の
参
加
で
培
った
貴
重
な
経
験 

 



  

珠  

      

                         

    
珠
算
学
習
者
の
み
な
さ

ん
か
ら
体
験
を
通
し
た
作

品
、
ま
た
夢
を
託
し
た
作

品
を
募
集
し
ま
す
。 

〔
テ
ー
マ
〕 

「
そ
ろ
ば
ん
」 

＊
未
発
表
の
も
の
に
限
る 

◎
応
募
作
品 

 

①
作
文
の
部 

(

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

３
枚
以
内) 

 

②
ポ
ス
タ
ー
の
部 

画
用
紙
（
絵
具
画 

ク
レ

パ
ス
画 

そ
の
他
規
定
は

あ
り
ま
せ
ん
） 

◎
応
募
資
格 

全
珠
連
大
阪
府
支
部
会
員

教
場
の
生
徒
に
限
る
。 

◎
入
賞
数 

入
賞
者
に
は
、
部
門
別 

に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

最
優
秀
賞 

 

一 

名 

優
秀
賞 

 
 

若
干
名 

審
査
員
特
別
賞 

 
 
 
 
 
 

若
干
名 

佳 
 

作 
 

若
干
名 

 

◎
応
募
締
切 

平
成
29
年
10
月
31
日 

(

当
日
消
印
有
効) 

◎
応
募
方
法 

作
品
に
応
募
券
を
添
え
、

会
員
教
場
取
り
ま
と
め
の

上
、
左
記
ま
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。 

〒
５
５
２-

０
０
０
１ 

大
阪
市
港
区
波
除 

２
の
８
の
１
４ 

（
公
社
）
全
珠
連
大
阪
府

支
部 

「
生
徒
作
品
係
」 

◎
発
表 

研
修
部
で
審
査
の
結
果
、

会
員
教
場
の
先
生
宛
へ
郵

送
を
も
っ
て
発
表
、『
全
珠

連
お
お
さ
か
』
に
一
部
掲

載
予
定
。
な
お
応
募
作
品

は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

入
賞
作
品
は
、
珠
算
Ｐ
Ｒ

活
動
に
一
部
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
著
作

権
は
、
大
阪
府
支
部
に
帰

属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

           

   

第
２
地
区 

丸
田 

拓
明 

      

昭
和
63
年
７
月
29
日
生 

教
場
名 

マ
ル
タ
そ
ろ
ば
ん
教
室 

現
住
所 

大
阪
府
門
真
市
島
頭 

三
丁
目
十
四
番
十
七
号 

  

第
５
地
区 

松
田 

里
美 

       

昭
和
39
年
１
月
27
日
生 

教
場
名 

箕
形
そ
ろ
ば
ん
教
室 

現
住
所 

三
重
県
桑
名
市
中
山
町 

一
一
五
―
三 

 

   

〈
女
子
会
〉 

日
程 

 

平
成
29
年
７
月
９
日 

場
所 

ホ
テ
ル
阪
神 

出
席
者
数 

18
名 

１
．
兵
庫
県
の
「
あ
じ
さ 

い
ク
ラ
ブ
」
の
合
同 

練
習
会
の
報
告
（
斉 

藤
京
子
先
生
か
ら
） 

２
．
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
検 

定
に
つ
い
て 

 

〈
常
任
委
員
会
〉 

日
程 

 

平
成
29
年
７
月
30
日 

場
所 

支
部
会
議
室 

出
席
者
数 

15
名 

１
．
本
部
・
支
部
・
近
畿 

 
 

ブ
ロ
ッ
ク
・
近
畿
連 

 
 

合
・
大
阪
連
合
状
況 

報
告 

２
．
平
成
28
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告

と
収
支
差
額
金
処
分

案
に
つ
い
て 

３
．
支
部
会
則
・
支
部
施

行
細
則
改
正
の
件 

４
．
総
会
・
講
習
会
の
件 

５
．
各
執
行
部
報
告 

６
．
そ
の
他 

 

〈
厚
生
部
会
〉 

日
程 

 

平
成
29
年
８
月
25
日 

場
所 

支
部
会
議
室 

出
席
者
数 

５
名 

１
．
今
後
の
打
ち
合
わ
せ 

２
．
生
徒
表
彰
式
の
会
場 

 
 

下
見
の
件 

 

     

10
月
１
日 

本
部
委
員
長 

 
 
 
 
 
 

会 

10
月
８
日  

 
 
 
 
 
 
 

 

10
月
９
日 

10
月
８
日
全
日
本
通
信 

 
 
 
 
 
 

競
技
大
会 

           

10
月
29
日
偶
数
月 

 

検
定
試
験 

11
月
５
日
常
任
委
員
会 

11
月
26
日
第
382
回 

 
 
 
 
 
 

検
定
試
験 

 

 

平成 28 年 9 月 25 日（日）     全 珠 連 お お さ か      （６） 

新
入
会
員
紹
介 

行
事
予
定 

諸
会
議
行
事
報
告 

生
徒
作
品
募
集 

 
 

 

平成２９年度 

全日本通信珠算競技大会大阪府大会 

開催日 平成２９年１０月８日(日)９時10分開会 

会 場 守口門真商工会館 

（詳細は、競技部より連絡があります。） 
 

~ 

 

 

第
380
回
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

暗
算
検
定
試
験 

十
段
合
格 

 

石
﨑 

悠
起 

  
 
 
 
 
 
 

学
校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 

堺
市
立
大
泉
小
学
校 

小
学
校
六
年 

 

平成 29 年 9 月 24 日（日）     全 珠 連 お お さ か      （６） 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

事
務
職
員 

 
 

研
修
会 

研
修
会 

28 年度ポスター最優秀賞 


